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キヤノンは、オフィス向け複合機の新製品として「imageFORCE（イメージフォース）」シリーズ 7 モデルおよび「Satera

（サテラ）」シリーズ 1 モデルを、2026 年 7 月下旬より順次発売します。併せて、PC 画面上で仕上がりの詳細を

確認しながら印刷設定が可能な高機能プリンタードライバー※1 の無償提供を開始します。 

キヤノンは、高い生産性と豊かな表現力を備えた複合機の新シリーズとして 2024 年より展開している「imageFORCE」

シリーズに、オフィス向けの新製品7 モデルを加えます。新製品は、さまざまなオフィス環境に導入しやすいコンパクトなA3

カラー／モノクロ複合機の中低速モデルです。これにより、オフィス向けの主要レンジがカバーされ、シリーズのラインアップが

完成しました。同時に、「imageFORCE」シリーズ用の新プリンタードライバー（PC ソフトウエア）を提供開始します。営業

提案書やパンフレットなど高品位な仕上がりが求められる成果物を社内で印刷するニーズが増える中、イメージ通りの

仕上がりにするための印刷設定がわかりづらいという課題を解消するため、新プリンタードライバーでは印刷前のプレビュー

機能を強化しています。「imageFORCE」シリーズは、幅広い製品ラインアップと印刷体験を向上させるソフトウエアにより、

多様化するワークスタイルをサポートします。 

◼ “imageFORCE C3100F”※２／“4100F”シリーズ※３など幅広いオフィス環境で活躍するコンパクト複合機 

「imageFORCE」および「Satera」シリーズの新製品 8 モデルは、小型なボディと上位モデル同等の機能を兼ね備えた

中低速機です。いずれも、光源に LED マルチチップを採用した独自の露光技術「D² Exposure（ディー・スクエア・エクス

ポージャー）」を搭載し、通常のオフィス文書だけでなく、営業提案書や建築・製造分野の設計図面など、さまざまな成果物を

高品位に制作することが可能です。セキュリティー面では、機械学習 AI※4 を活用した環境推定エンジンにより、使用環境に

適した設定を自動で提案する「おすすめセキュリティー設定」を採用しています。また、本体原材料として再生樹脂材

の使用率 30％以上、再生鉄の使用率 5％以上※５を達成するなど、環境配慮にも取り組んでいます。 

◼ プレビュー機能を強化した「imageFORCE」用の高機能プリンタードライバーによる安心・快適な印刷体験 

キヤノンの従来のプリンタードライバーでは、設定内容に対する仕上がりのイメージが画面上で把握しづらく、パンチ用の

余白が適切に確保されておらず印刷が欠けてしまう、両面ステープル印刷で裏面の向きが逆さになってしまうなどのケースが

ありました。新プリンタードライバーでは、プレビュー機能（Quick Editor）が強化され、PC 上のプレビュー画面でこうした細かな

仕上がりも確認しながら印刷設定することができます。例えば、両面印刷や製本印刷、ステープルやパンチの位置など、

設定した内容が実際の出力イメージとしてリアルタイムに表示され、ページ単位でも仕上がりを確認・調整できるため、

印刷ミスを減らし、高品位な成果物のより効率的な制作が可能です。 

※1 詳細は、キヤノンウェブサイトをご参照ください。 

https://dps.start.canon/qe 

※2 “imageFORCE C3135F／C3130F／C3126F” 

※3 “imageFORCE 4145F／4135F／4125F” 

※4 設計の段階で AI 技術を使用しており、自己学習機能は有しておりません。 

※5 本体に使用される樹脂材料および鉄材料の総重量に対する割合。 

  

2026 年 7 月 9 日 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

“imageFORCE C3135F”など 8 モデルを発売しオフィス向け複合機のラインアップを拡充 

「imageFORCE」シリーズ用の新高機能プリンタードライバーにより快適な印刷を支援 

imageFORCE C3135F 

＊オプション装着時 

高機能プリンタードライバーアイコン 高機能プリンタードライバープレビュー画面 

https://dps.start.canon/qe
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製品名 希望小売価格（税込） 発売日 

imageFORCE 

C3135F／C3130F／C3126F 

（A3 カラー） 

224 万 4,000 円～ 2026 年 7 月下旬 

imageFORCE 

4145F／4135F／4125F 

（A3 モノクロ） 

184 万 8,000 円～ 2026 年 8 月下旬 

imageFORCE C3022F 

（A3 カラー） 
オープン価格 2026 年 7 月下旬 

Satera MF7825F 

（A3 モノクロ） 
オープン価格 2026 年 7 月下旬 

⚫ 一般の方のお問合せ先 

⚫ imageFORCE ホームページ 

⚫ Satera ホームページ 

：キヤノンお客様相談センター 

：canon.jp/imageforce/ 

：canon.jp/satera/ 

0570-08-0056 

 



3 

〈“imageFORCE C3100F”／“4100F”シリーズ、“C3022F”、“Satera MF7825F”の主な特長〉 

⚫ シリコンウエハー上の高密度回路に、有機 EL 層を蒸着して

生成した LED マルチチップを採用した露光デバイス「D2 

Exposure」を搭載。チップ内の発光部を精密に配置し、感光

ドラムの回転に合わせて露光することにより 4,800×2,400dpi の

高解像度印刷が可能。 

⚫ 画像の滑らかさや、細線の再現性、白抜き／小サイズの文字の

鮮鋭度が向上。営業提案書や設計図面など、さまざまな成果物

を高品位に制作可能。 

⚫ “imageFORCE C3100F”および“4100F”シリーズの本体サイズは

565（幅）×745（奥行き）×1,110（高さ）mm※１で、幅広いオフィス環境に設置が可能。 

⚫ 名刺サイズ（48×85mm）のスキャンが可能な ADF（自動原稿送り装置）を搭載。DX 化のニーズに合わせて、名刺や

帳票など、A3／A4 文書以外の多様なメディアの効率的なスキャンを支援。 

⚫ スキャン時にユーザーが指定した色を除去することが可能なドロップアウトカラー機能を搭載。スキャンするドキュメントの

枠線や背景色を除去し、スキャンデータの後処理やデータの読み取り精度向上に貢献。教育現場での教材作成に

加え、帳票処理や資料のデジタル化など、幅広い業務におけるドキュメント活用の効率化を支援。 

 

※1 オプションの 2 段カセットペディスタル装着時。 

※2 本画像は、効果を分かりやすく伝えるための CG イメージで、「D² Exposure」のレーザースキャナー方式に対する原理的な優位性を説明するものです。 

 

 

 

1） 露光デバイス「D² Exposure」による高品位印刷と省スペース設計、多様なスキャン機能 

「D2 Exposure」の仕組み 

「D2 Exposure」による印刷品位の画質の向上イメージ※２（各画像の下） 

赤を除去 青を除去 

スキャン時にユーザーが指定した色を除去することが可能なドロップアウトカラー機能使用時のイメージ 
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⚫ 外部からの不正アクセス対策や多要素認証など、ゼロトラストのポリシーに基づいて設計された強固なセキュリティー

機能を搭載。 

⚫ 機械学習 AI を活用した環境推定エンジンが、複合機が設置されているネットワーク環境を分析し、「社内イントラ

ネットタイプ」「インターネット直結タイプ」など 6 つのタイプから最適な設定を自動で推奨。操作パネル上に表示された

推奨設定を選択するだけで、80 項目以上のセキュリティー項目の一括設定が可能。使用環境が変わった場合も、

自動で環境分析を行い、セキュリティーの設定変更の必要性をアラート。IT 管理者がいなくとも、常にユーザーの使用

環境に適したセキュリティー強度の維持が可能。 

⚫ NIST（米国国立標準技術研究所）策定の暗号規格「FIPS 140-3 認証」※１を取得した暗号化技術を搭載。

複合機本体のストレージに保存するデータおよびネットワーク通信を暗号化し保護。※２ 

⚫ 設定した強度を満たすパスワードのみ登録できるパスワード強度メーター機能を搭載。文字数や文字の種類などの

条件を指定するパスワードポリシー設定機能と併用することで、NIST 策定のガイドライン「SP 800-63B」※3 に準拠した

高い強度のパスワード運用が可能。 

※1 「Federal Information Processing Standard 140-3」の略。暗号モジュールのセキュリティーに関する規格。 

※2 “imageFORCE C3022F”および“Satera MF7825F”はネットワーク通信の暗号化機能のみに対応。 

※3 「Special Publication 800-63B」の略。デジタル認証・パスワード管理に関するガイドライン。 

⚫ 家庭向けプリンターや PC・スマホアプリを含む、キヤノンのプリンティング製品で統一の UI を操作パネルに採用。どの

デバイスからも同じ操作感で使用できるようにしたことで、場所にとらわれない働き方をサポート。 

⚫ UI には、白を背景色としたホームエリアと、シンプルかつクリアなデザインのアイコンを採用。 

⚫ 紙の軌跡と人の所作に沿って形づくられた排紙トレイなど、使いやすさと親しみやすさを兼ね備えた本体デザインを採用。 

⚫ 印刷状況や消費電力を確認できる稼働状況モニターを搭載。印刷状況や消費電力など、管理に必要な情報を

リアルタイムで確認することが可能。専任の管理スタッフのいない企業などでも、プリンターの管理、運用改善をサポート。 

2） ゼロトラスト設計による強固なセキュリティー性能と機械学習 AI の活用による設定支援 

3） キヤノンのプリンティング製品で統一された UI と機能的なデザイン、運用をサポートする稼働状況モニター機能 

ユーザーの使用環境タイプに合わせて最適な設定を提案 自動分析を行い設定変更の必要性をアラート 

設定した強度を満たすパスワードのみ登録が可能なパスワード強度メーター 
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※ “imageFORCE C3100F”／“4100F”シリーズにおける UI のイメージ。 

⚫ 本体樹脂材料の総重量において、30％以上の再生プラスチック使用

率を達成。 

⚫ 本体フレームなどに再生鉄を採用。鉄材料の総重量において 5%以上

の再生鉄使用率を達成。 

⚫ 本体梱包材は発泡スチロールの使用を廃止し、リサイクル可能な

段ボールにすることで廃棄プラスチックを削減。 

⚫ サプライヤーとの協業により、搭載されている一部の原材料・部品に

ついて、環境負荷の実データ※を使用し、製品の CO2 排出量を算出。 

※ 一般社団法人サステナブル経営推進機構（SuMPO）が運営する環境ラベル「SuMPO EPD」を活用。「SuMPO EPD」は、LCA（ライフサイクルアセス

メント）手法を用いて、製品の環境情報を算定、検証、開示する国際的な枠組み。 

  

4） 再生材の採用や梱包材における廃棄プラスチックの削減など環境負荷に配慮 

「imageRUNNER ADVANCE DX」シリーズ UI 画面（従来） 「imageFORCE」シリーズ UI 画面※  

画面 

消耗品残量や環境負荷の目安が一覧で分かる稼働状況モニター 

カセットの黒い部分に再生プラスチックを使用 
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〈高機能プリンタードライバーの主な特長〉 

⚫ 新プリンタードライバーでは、プレビュー機能（Quick Editor）を強化。PC 上のプレビュー画面で仕上がりを確認しながら

印刷設定が可能。 

⚫ ステープルやパンチ、製本印刷など、仕上がりイメージをアイコンから選択。両面印刷の向きや、ステープル・パンチの

位置など、設定した内容が実際の出力イメージとしてリアルタイムに表示。 

⚫ ページ単位で細かく仕上がりを確認・調整できるため、印刷ミスを減らし、高品位な成果物をより効率的に制作。 

⚫ Adobe PDF※1 や Microsoft Excel、Microsoft PowerPoint※2 など、異なるファイル形式のデータの統合や、ページの

順番入れ替え・削除が可能。 

⚫ 編集内容をプレビュー画面で確認しながら操作、印刷が可能。事前に複数データのファイル形式を１つに揃える作業や、

各データを個別に印刷してから紙としてまとめる作業が不要になり、作業効率化に貢献。 

※1 Adobe PDF の名称は、Adobe Inc.の商標または登録商標です。 

※2 Microsoft、Office 製品（Excel、PowerPoint）は、米国マイクロソフトコーポレーションの米国およびその他の国における登録商標です。 

1） プレビュー画面で完成イメージを確認しながら調整できる印刷設定機能 

2） 異なるファイル形式をまとめて編集・印刷できるドキュメント統合機能 

     

異なるファイル形式のデータの統合やページ順の入れ替え・削除が可能 

ページ単位で細かく仕上がりを確認しながら調整が可能 

両面印刷の向きや、ステープルの位置など、設定した内容が実際の出力イメージとしてプレビュー画面に表示 
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〈「imageFORCE」シリーズラインアップ〉 

＊Satera MF7825F 連続複写速度（モノクロ）：25 枚/分 

 

〈複合機の市場動向〉 

働き方の多様化や DX の進展に伴い、オフィスでは紙文書とデジタルデータを組み合わせた柔軟な情報活用が広がって

います。さらに近年は、営業提案書やパンフレットなど、高品位な仕上がりが求められる成果物を社内で印刷するケースも

増加しています。こうした背景から、複合機には高品位な出力性能に加え、効率的なスキャン機能や直感的な操作性、

セキュリティー対応など、業務全体を支える機能が重要視されています。複合機市場の 2025 年の出荷台数は国内で

約 45 万台、全世界で約 364 万台でした。（キヤノン調べ） 

 

 

 


